
一遂6一

砂州一郎

国際鉱物学連合の第7回総会と国際鉱床学連合の東京

･京都会議が合同して開かれる脳外亙AGOD跳曲㎎蓄

'70の開催もいよいよ間近に遺ってきた｡本誌嚇号で

すでにご紹介したように鉱物学や鉱床学関係の国際会

議湾湘本で開かれるのはこれがはじめでの芯とであるし

漢だ脳Aと亙AGODの簑つの国際違禽が共催される

こともいま芯かつてなかったことである｡そのため

国内外にわ花って夏Mん亙AGOD賊鎚ti双ピ郷紀対する

関心が高くすでに醐層をこえる登録がな窓れて濁り

この調子でいくと出席膏6～70C縞に達する大きな会議

になりそうである.受理された論文数もすでに28⑪編

余に達している.

とζるで慨A一亙AGOD概鮒t五籔ポ卿とともに鉱物

や鉱床に関心のある人食にとりてどうしても見逃すご,,

とカミできない計画カミ目下着冷と進められている由

｢地球の宝簾を開く鉱物資源と機欝媛｣とい

う名前の展示会である｡

この展示会は工MA4AGODM鮒1㎎ポ7⑪の組織委

員会とは独立ではあるカミ密擦な連獄いをもりている展

示委員会で計画立案し日本鉱業会淋主催資本鉱業協

会目本鉱山地質学会石本岩有鉱物鉱床学会目本鉱

物学会が共催するもので本会議詮単行して鐙月28目か

ら8月31貿までの間人孚町の都並産薬会鰭で開かれ

る.

本会議はこの会場から歩いて5分の距離はある経団連

合鰭で8月28リ蝸の2貝間開催されるので会議の途

中で麗示会場をのぞく人も多いであろう｡展示会の会

期は関心をもっている一般の多くの人海紅みてもらう

ためこれよりも長くとって齢りもちろん無料で広く

一般公開妻れる岩

展示会は都立産業会館3階の全フ減アｰで開かれる｡

そのうち工/｡ほどの床繭積か特別展示室となり残りの竃/｡

ほどの繭積は隻00㌶繋ほど1ζ小わけされて鉱物･結晶

･鉱石1鉱床などの研究用機器類をはじめ鉱床探査用

の機械類など国府外の多数のメｰカｰからの出品によ

る機器展になる､笈線画折装置電子顕微鏡類光学

顕微鏡類分析用機籍類串物理探査地化学深養ボｰ

リング装置なぜ最新の機籍類秘麗爺されるであろう,

これはこれなりに必屍に値する｡じかし特繋に値する

のは特別展示室の展示でとこでは員本産の鉱物標本

で徴界ぽ誇れるものがわが国ではじめて一堂にあつめら
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接みるまたとない好機会で

あろう.

れて公開されるのと同時に圏内タドの鉱物資源の現状や

資源を開発する危めにいかに地道な努力がつみあげられ

ているかなどを説明するためのパネルや地図淡展示され

る｡特別展示される鉱物標本の主体は和嗣標本ぷ桜

井標本でこのほかに秋田大学の鉱業博物館その他の貴

重な標本の出品が予定されている.

標本のうちすぐれたものを網らしている.20世紀初頭

までの黒本産鉱物標本の最も完全な収集であると共に

現在では全く採集できなくなった貴重な大型の結晟標本

をたくさん所有している点でも特徴的である.たとえ

ば本誌表紙に紹介した市の川鉱山産輝安鉱の結晶標本の

収集では和閏標本と肩を並べることのできる標本は世

界中どこにもないであろうし棋界最

じめて発兇凄れた新しい鉱物種2?種をはじめ

する鉱物種は全て完壁に壌めもれている.

また個人の収集で桜井標本館に陳列されているとはい

圭一般に公開されているわけではない幸一般の人が

みるチャンスはきわめて少ないわげである｡今回は新

しい飲物種をはじめ桜井標本申でも特に珍しい鉱物種を

選んで腰示されることになっている.

和田標本が20世紀初頭の

日本の鉱物標本の代表であ

るとすると桜井標本は現

代の属本産の鉱物標本の代

表である｡大型結晶こそ

翻蘭標本ほど多く1凄ないが

員本産鉱物の金種類を最も

系統的に宛壁に収集してあ

るのはわが国で1ま桜井標本

以外にはない､資本では

黒本に産

桜井標本も

20棋紀初頭と現代の蘭方を代表するし叢た美しい結

晶標本と学術的に珍しい新種鉱物の標本とを代表す

る和田標本と桜井標本とが一堂に牟つま㌣･て一般公開

されるチャンスは今後2度とあろうとは思々れな

い官員本産の鉱物に関心をもつ人々の必見をおすすめ

する次窮である｡

(搾音は鉱床部長)

大の水晶の日本式双晶ももっている.

和田標本は三養鉱業中央研究所は所

蔵されており震災にも戦災ぽも被害

を蒙らず戦後の米軍進駐からも守ら

れアメリカの収集家からの度合の購

入希望(72億円と評価しだそうである)

にも応昔ずそのままの姿を完全に過

去60年余維持してきた標本である｡

埼玉県与野市にある中央研究所から外
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